
自主的環境保全活動の取り組み状況

（事業所名）松谷化学工業㈱

１ 環境保全活動に関する方針等

１－１ 環境保全活動に関する方針

植物は太陽の光と二酸化炭素で澱粉を作り、この自然の恵みから出来た澱粉を

松谷化学は世界各地から調達し環境にやさしい食品素材として澱粉加工品をお客

様に提供しています。

１．事業活動を通じて環境負荷を最小限にするよう努め、環境保全と汚染防止に

取り組みます。

① 環境に配慮した製品の提供に努めます。

② 省エネルギー、省資源に努めます。

③ 廃棄物の削減と再資源化に努めます。

④ グリーン購入を積極的に推進します。

２．地域の植樹、清掃活動など環境保全活動に取り組みます。

３．環境保全に関する法令を遵守します。

４．この方針を具現化し、全従業員に周知徹底します。

５．この方針を広く公開し、情報提供に努めます。

①計画や年度ごとの取り組みは、当社ホームページ、情報誌等により公表し

ます。

１－２ 環境保全活動に関する組織体制
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２ 環境保全活動の実施状況等

項 目 取組結果 今後の取組計画

自動車公害対策 ●トラック輸送から鉄道輸送への転換を図る。 

●協力業者へ啓発した。

●自動車通勤を電車・バス通勤に転換。

☆低公害車に転換

☆製品を液状ローリ

ーに転換

☆協力業者に啓発

☆単車・自転車等に転

換

化学物質対策 ●化学物質の漏洩はなかった。

●ＰＣＢの保管が適正であった。

●化学物質の保管・管理は適正であった。

☆漏洩の未然防止

☆管理を適正に行う 

エネルギー対策 ●空調機の温度制御を行った

●夏期の発電効率向上

●発電所境界周辺の緑化により、発電施設吸気温度

の低減を実施した

●省エネ照明器具への転換

☆購入電力を平成22
年度までに28ＭＷh
削減

☆二酸化炭素排出量

を2005年度比で201
0年に6.8％削減

廃棄物対策 ●前年度比で植物性残渣の排出を35t／年、有機性汚
泥400t／年削減した。

☆全体排出量を前年

度比で２％削減

緑化対策 ●緑地の整備を年間５回以上行った。 

●定期的間伐・高木の切り戻し剪定を行った。

☆緑地を拡充、整備す

る。 

☆定期に整備する

地域社会への参

画

●地域や行政の環境活動に参加した。

●周辺地域の用水路整備を行った。

☆地域との親睦を図

る。 

☆クリーン作戦に積

極参加

環境コミュニケ

ーション

●環境情報の請求に積極的に対応した。 ☆環境情報の公開


